
【調べ学習の流れ】 調べ学習を効率的に行うためには「Big6 Skills Model」を活用するとよいでしょう。

調べさせるテーマに関する最低限の知識や概念を持たせ意欲づけをします。

具体的には百科事典や教科書、動画等の視聴などがあります。

調べたいことを決めます。

多い場合は絞らせます。

調べるための手段を決めます。

手段には学校図書館の蔵書やインターネット、新聞、雑誌などがあります。

その中から確実に調べられる方法を決めます。

場合によっては公共図書館の活用も視野に入れるとよいでしょう。

情報収集をします。

学校図書館を活用する場合は、日本十進分類法を活用すると

書籍検索が容易になります。

公共図書館等にある検索システムにも触れさせ

書籍名だけでなく分類記号、ANDを用いた絞り込み検索を

体験させるとよいでしょう。

インターネットについても同様で、1個のキーワードのみならず

複数のキーワードを用いた絞り込み検索を習得させ

膨大な情報から必要な情報を得られる

手段を学ばせましょう。

どちらの場合も、1つの情報に偏らせず

複数の情報源から情報を入手するよう指導しましょう。

集めた情報を精査します。

　・入手した情報の出処はどこか？

　・情報の信憑性はあるか？

　・入手した情報から必要な部分だけを読み取る

といった作業が必要となります。

これらを踏まえて文章を要約し、まとめる準備に入ります。

発表に向けてまとめます。

発表手段は模造紙等のアナログもあれば

PowerPointやWordといったデジタルもあります。

近年は修正や編集が容易なデジタルの良さが

認められつつあります。子どもたちの実態等を踏まえて決めましょう。

まとめる場合は参考文献の明記や引用のルール徹底

引用部分と自分の意見の明確な区分が求められます。

デザインや見栄え等、受け手の状況を考えた発表ができるよう

指導しましょう。

調べたことを発表します。

話し手は声の大きさ、目線、発表するときの姿勢などに

注意しましょう。

受け手は話し手の発表をしっかりと聞き、時間があれば

質問の時間を設けるなど児童の交流を図りましょう。

活動全体を振り返り、自己評価と相互評価をします。

知りたいことが理解できたか、調べる過程に

問題はなかったか、内容が聞き手に伝わったか

などを振り返り、次回の活動につなげましょう。

調べ学習はこうした一連の流れに基づいて行うと大きな効果が得られます。

当たり前ですが手順は数回行っただけでは習得できません。

何度も何度も行うことで、子どもたち自身が活動について改善点を見出し

自分なりの学習スタイルを確立します。

調べ学習を行う場合、この流れ図を掲示するなどして作業に対する

見通しを持たせましょう。

①課題の把握

③調べる

何について調べるか

④情報の精査

②調べる手段を決める

⑤まとめる

発表する

⑥評価する
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